










































　米軍政庁は 1945 年 11 月 13 日，シーク (Lawrence E. Schick) 准将を最高責任











　しかし，在韓米軍司令官ハッチ (John R. Hodge) 中将は，同年 12 月 20 日に
国防司令官をシーク准将からチャンペニー (Arthur S. Champeny) 大佐に交替さ
せ，シーク案を修正し現実的で小規模的な警察補助機構の創設のための計画，











　これを受け米合同参謀本部は，1946 年 1 月 9 日，韓国に警備隊を創設する
ことを正式に承認し，合同調停委員会の決定により，米国の余剰武器による警
備隊の創設権限をマッカーサーに委任すると通知した。マッカーサー司令官は
直ちに韓国に警備隊 2 万 5 千人と海岸警備のための海岸警備隊を編成に着手す
るが，原則的に小銃だけで武装すると報告した。これによりバンブー計画は正
式に承認され，警備隊創設準備が急進展していった (4)。





し募集活動が展開される中で，同年 1 月 15 日には南朝鮮国防警備隊が泰陵で









1947 年 5 月 17 日には韓国に臨時政府が樹立された。その政府の公式名称は南
朝鮮臨時政府 (Sotuh Korean Interim Government) であった。南朝鮮臨時政府と









にある米極東軍の補給処から調達するべきだと提案した。3 月 10 日，合同参
謀本部はマッカーサー司令官の建議を承認し，歩兵小火器，37 ～ 105mm 野砲，
そして M-24 戦車および装甲車を含んだ装備を支給するとの指示を与えた。
　一方，米国の政治・軍事指導者らの間で韓国の国防軍建設に関する議論が続

















　米軍撤退が既定事実化される中で，1948 年 8 月 15 日に大韓民国政府が公式










　8 月 24 日，ハッチ中将は李承晩大統領を訪問し，米韓双方で議論された軍




に臨時軍事顧問団 (PMAG: Provisional Military Advisory Group) が設置された。
　1948 年 9 月 1 日，国務総理を兼職した李範奭国防部長官が米軍から委譲を
受ける形で「朝鮮警備隊」は大韓民国国軍に正式に編入され，5 日には朝鮮警








陸・海軍総兵力 5 個旅団 15 個連隊に将校 1,403 名と兵士 49,087 名等，50,490
名を保有することになった。これに警察 35,000 名と 16,000 名に縮小された在
韓米軍が駐留している状況であった。その頃，北朝鮮の兵力は正規軍 56,040 名，
海岸警備隊などその他の兵力 30,000 名を含んで 86,040 名水準を維持していた。
45,000 名に達したソ連駐屯軍が 12 月まで撤退を完了して 1948 年の南・北朝




　1948 年 12 月，諜報収集と検察機能の専門機構として，国防部内に第 4 局 ( 特
殊工作局 ) を設置する一方，陸軍水色学校，偽計部隊及び報国大隊など特殊部
隊を創設して対敵機能を強化した。1949 年 1 月，第 7 旅団が創設され，韓国
軍は 6 個旅団・20 個連隊となった。旅団隷下の支援部隊編成も急展開し，同
年 5 月には「国軍組織法」第 3 章第 13 条に基づいて各旅団を師団に昇格させ
る措置が成立した。6 月には第 8 師団と首都警備司令部が創設され，韓国軍の
部隊は 8 個師団・23 個連隊に増強された。1949 年 10 月 1 日には，陸軍から
空軍が分離独立した。1949 年 6 月，在韓米軍の撤退が完了すると，7 月 1 日を
もって在韓米軍事顧問団 (KMAG, The United States Military Advisory Group to 












































順調ではなかったのである。1945 年 6 月，統衛部がソウル南山洞庁舎に移動
する直前，前軍政長官のロッチ（A. L. Lerch）所長はアーゴ（Reamer T. Argo）























年 2 月 12 日，韓国に立ち寄った時，ハッチ中将に李範奭将軍を紹介すること


































て，一部の光復軍出身らが朝鮮警備士官学校に入学し始めた。1946 年 9 月 23
日に選抜した第 2 期に宋虎聲と高時福が入学したのを初めとして，1947 年 1
月 13 日には第 3 期に崔徳新・朴始昌・朴其成が各々入校してきた。もちろん
1946 年 6 月初めに帰国した光復軍隊員らの相当数がこれに積極的に参加しな
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出身将校を陸軍士官学校 7 期特期および 8 期特期として任官させて警備隊の体








学校の校長に光復軍出身者を任命した。政府樹立を目前にした 1948 年 7 月 29
日，光復軍出身の崔徳新中佐を任命して以来，引き続き光復軍出身の金弘壹将
軍を第 7 代校長（1949．1．15 ～ 1950．6．10）に，李俊植将軍を第 8 代校長





































































































した。その後の第 2 局は，時代的な状況に合わせ，1948 年 11 月 29 日政治局
の機能を廃止して政訓事業のための政訓局に改編された。済州 4．3 事件 (15) に
引き続き，麗順 10・19 事件が起きて政訓業務がより一層要請されるようになっ






















　建軍理念を具体化した韓国軍の服務信条は，1948 年に麗順 10・19 事件の鎮





























にした。国軍 3 大宣誓は 1949 年に「国軍盟誓」に改称され，施行された。



























































　　付 　 則　本領は公布した日から施行する (20)。






れ実現された。初代李應俊陸軍総参謀長は，1948 年 12 月 15 日から 1949 年 5









　1948 年 11 月 30 日，国軍組織法が制定公布されることにより，同施行令に
よって当時陸軍総司令官に在任中だった李應俊准将が 12 月 15 日付で初代陸軍
総参謀長に再任命された。その頃，創軍時から軍内部に浸透し始めた共産主義








育成することが最大の任務である (21)」と明らかにした。李総参謀長は在任 6 ヶ
月に軍内部の共産主義浸透を防ぐために，大粛軍を断行して軍の規律を確立し，
建軍の基礎を作りあげた。前述した軍人の道を明らかにした士兵訓はそのよう
な過程から出てきたものであった。彼は 1949 年 5 月 5 日，春川地区の表武源・






　第 2 代陸軍総参謀長・蔡秉徳は 1949 年 5 月 9 日から 1949 年 10 月 1 日まで











軍の戦力強化のために，「国軍組織法」第 3 章第 13 条に基づき，1949 年 5 月
12 日に従来の旅団を師団に昇格させて，8 個の歩兵師団を持つ陸軍を指揮す







建軍の理念を具体化させて指揮方針とした。申泰英少将は 1949 年 10 月 1 日
から 1950 年 4 月 10 日まで第３代総参謀長の重任を引き受けた。彼は就任と
同時に次のような部隊指揮統率方針を提示した。
　　　最初に，建国精神の実現






















































































ていきたい。「自衛官の心がまえ」は，防衛庁発足 3 年後の 1957 年に防衛庁内





















































































































































































































　（ 1 ）　韓国国防部軍史編纂研究所編『建軍史』（2002 年，韓国国防部）71-74 頁
　（ 2 ）　同上，92-103 頁
　（ 3 ）　同上，104-128 頁
　（ 4 ）　同上，129-139 頁
　（ 5 ）　大韓帝国末期の軍政「三営」の一つである右営，後営，海防営を統合した名称「統




　（ 6 ）　前掲『建軍史』139-146 頁
　（ 7 ）　同上，114-118 頁
　（ 8 ）　同上，119-122 頁





　（14）　1948 年 10 月 19 日，大韓民国全羅南道麗水郡（現在の麗水市）で起こった軍隊
反乱と全羅南道麗水郡，慶尚北道盈徳郡，京畿道金浦郡（現在の金浦市）で起
きた民間人殺害事件のことを言う。
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